
議
会
へ
の
主
要
事
項
説

明
会
が
７
日
開
か
れ
ま
し

た
。第

２
次
鶴
岡
市
総
合
計

画
基
本
計
画
の
後
期
基
本

計
画
の
概
要
が
、
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

６
日
の
総
合
計
画
審
議

会
で
計
画
の
最
終
案
が
審

議
さ
れ
、
答
申
を
受
け
て
、

３
月
上
旬
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
同
下

旬
に
公
表
さ
れ
ま
す
。

若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち

な
ど
５
つ
の
視
点

施
策
推
進
の
た
め
に
、

特
に
重
視
す
べ
き
視
点
と

し
て
、
「
５
つ
の
加
速
化

ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
若
者
・
子
育
て
世
代

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

～
本
市
で
活
躍
し
、
こ
こ

で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
若

者
や
、
鶴
岡
で
子
育
て
を

し
た
い
と
い
う
人
を
増
や

す
～
。

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

の
実
現
～
誰
一
人
取
り
残

さ
ず
、
市
民
が
本
当
に
幸

せ
だ
と
思
え
る
ま
ち
の
実

現
～
。

③
産
業
振
興
と
人
材
育

成
～
地
域
に
根
ざ
し
た
産

業
の
振
興
を
進
め
、
魅
力

的
で
多
様
な
雇
用
の
場
を

創
出
～
。

④
交
流
人
口
の
創
出
・

拡
大
～
ひ
と
の
交
わ
り
を

加
速
さ
せ
、
移
住
者
や
関

係
人
口
を
増
や
す
～
。

⑤
総
合
的
な
デ
ジ
タ
ル

化
戦
略
の
推
進
～
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策

の
推
進
～
。

遊
び
場
整
備
求
め
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

①
に
関
し
、
子
ど
も
の

「
遊
び
場
整
備
の
方
向
性

の
検
討
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
。１

．
屋
内
の
「
遊
び
場
」

を
求
め
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

早
期
に
応
え
る
。

２
．
公
園
な
ど
の
外
遊

び
の
環
境
と
遊
具
の
改
善

を
求
め
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
。

３
．
財
政
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
「
遊
び
場
」

を
構
築
す
る
（
既
存
施
設

の
有
効
活
用
等
）。

具
体
化
で
は
、（
仮
称
）

子
ど
も
会
議
を
開
催
し
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
意
見

の
反
映
と
、
キ
ッ
ズ
ド
ー

ム
ソ
ラ
イ
の
利
用
料
軽
減

の
検
討
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

給
食
無
償
化

経
費
５

・
６
億
円
見
込
む

さ
ら
に
、
学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
の
継
続
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年

月
か
ら
、

11

物
価
高
騰
対
策
の
一
環
と

し
て
給
食
無
償
化
が
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

４
月
以
降
も
実
施
さ

れ
、
対
象
者
は
市
内
在
住

す
べ
て
の
小
中
学
校
児
童

・
生
徒
で
、
経
費
を
約
５

億
６
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

給
食
費
無
償
化
に
よ

り
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
各
学
校
で
行
っ

て
い
る
給
食
費
の
集
金
業

務
が
不
要
と
な
り
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
る
と
し
て
い
ま
す
。

給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
る
市
民
運
動
で
は
、
国

民
の
食
糧
と
健
康
を
守
る

運
動
田
川
地
区
連
絡
会

（
田
川
食
健
連
）
が
、
昨

年
３
月
に
４
８
８
８
人
の

署
名
、
８
月
に
４
１
３
７

人
の
署
名
を
提
出
し
た
こ

と
が
、
大
き
な
力
に
な
り

ま
し
た
。

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
評
価
検

証
・
行
革
と
の
連
携

鶴
岡
市
立
農
業
経
営
者

育
成
学
校
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）

に
つ
い
て
、
今
後
は
、
評

価
検
証
と
情
報
公
開
の
あ

り
方
を
整
理
し
、
行
財
政

改
革
と
連
携
し
て
進
め
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
と
の
連
携

で
は
、
令
和
６
年
１
月
25

日
に
開
催
し
た
令
和
５
年

度
第
２
回
鶴
岡
市
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
で
、
第

３
次
行
財
政
改
革
大
綱
実

施
計
画
に
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ

の
取
組
を
追
加
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
自
民
会
派

が
、
当
初
計
画
の
目
標
数

値
か
ら
実
績
が
離
れ
て
い

る
と
し
て
、
政
争
の
具
と

し
て
攻
撃
し
て
き
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

行
革
の
対
象
施
設
に
な

れ
ば
、
実
績
の
数
値
次
第

で
、
廃
止
の
課
題
も
浮
上

し
ま
す
。

農
業
の
現
状
を
み
れ

ば
、
新
規
就
農
者
の
定
着

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。目

標
数
値
の
達
成
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
新
た

な
担
い
手
と
し
て
、
地
域

に
希
望
を
持
っ
て
定
着

し
、
魅
力
あ
る
農
業
が
実

践
で
き
る
よ
う
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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▽
県
議
会
自

民

党

会

派

が
、
「
山
形

県
笑
い
で
健

康
づ
く
り
推

進

条

例

」

（
案
）
を
公
表
し
、
２
月
定
例
会
で
の

制
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
条
例
案
は

県
民
に
「
１
日
１
回
は
声
を
出
し
て
笑

う
等
、
笑
い
に
よ
る
心
身
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
」
と
努
力

義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
に

は
「
笑
い
に
よ
る
心
身
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
」と
、

県
民
の
意
識
変
容
に
取
り
組
む
事
を
求

め
て
い
ま
す
。

▽
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
事
は
、
多
く
の
県
民
の
願
い
で
あ

り
、
笑
い
が
健
康
の
維
持
・
増
進
に
資

す
る
事
に
つ
い
て
も
、
社
会
に
一
定
の

共
通
認
識
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ
、

笑
う
事
を
行
政
が
県
民
に
義
務
と
し
て

課
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
条
例
案
自
身

も
別
の
項
目
で
「
個
人
の
意
思
の
尊
重
」

を
記
載
し
、
努
力
義
務
を
打
ち
消
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。

▽
北
海
道
で
は
「
道
民
笑
い
の
日
」
を

制
定
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
が
、
活
動

は
講
演
会
や
健
康
づ
く
り
の
普
及
・
啓

発
活
動
等
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

▽
ま
た
、
笑
い
の
日
と
し
て
定
め
る
と

い
う
８
月
８
日
と
そ
の
日
を
含
む
８
日

間
は
、
長
崎
原
爆
投
下
の
日
、
終
戦
記

念
日
を
含
ん
で
お
り
、
日
程
設
定
も
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
そ
も
そ
も
今
の
自
民
党
に
、
県
民
に

笑
い
を
呼
び
か
け
る
資
格
が
あ
る
の
か

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
が
、
自
民
党
に
も
、
私
共
に
も
、

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）



市
教
育
委
員
会
は
、「
鶴

岡
型
小
中
一
貫
教
育
基
本

計
画(

案)

」
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
、
１
月

日
29

か
ら
２
月
９
日
ま
で
募
集

し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
に
よ
る

と
、

数
通
が
届
い
て
い

20

る
と
の
こ
と
で
、
現
在
、

意
見
に
対
す
る
回
答
作
業

を
進
め
て
お
り
、
２
月
14

日
の
定
例
教
育
委
員
会
に

は
、
予
定
し
て
い
た
計
画

案
の
議
題
が
上
程
さ
れ

ず
、
３
月

日
の
定
例
会

21

に
延
期
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

パ
ブ
コ
メ
の
募
集
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お

知
ら
せ
蘭
・
新
着
情
報
」

に
な
く
、
簡
単
に
見
つ
け

に
く
い
よ
う
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
広

が
り
、
パ
ブ
コ
メ
の
広
が

り
が
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
も
記
載

３
月
上
旬
に
パ
ブ
コ
メ

市
教
委
は
、
令
和
４
年

６
月
の
市
総
合
教
育
会
議

で
、
十
分
な
検
討
も
な
く

（
情
報
公
開
で
は
検
討
記

録
が
な
か
っ
た
）
、「
令
和

７
年
度
か
ら
市
内
全
中
学

校
ブ
ロ
ッ
ク
で
鶴
岡
型
小

中
一
貫
教
育
を
進
め
る
」

と
決
め
て
し
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
民
に
知
ら
れ
れ

ば
知
ら
れ
る
ほ
ど
、
異
論

や
反
対
の
声
が
上
が
っ
て

き
ま
す
。

第
２
次
鶴
岡
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
（
案
）

の
中
で
も
、
「
中
学
校
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
小
中
一
貫

教
育
を
導
入
し
、
」
と
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
パ
ブ
コ
メ

は
、
３
月
上
旬
に
募
集
さ

れ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
強
行
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

庄内産直センターの小林組合
長が記念講演

の
決
算
額
は
、

令
和
２
年
度

億
８
１

18

２
８
万
５
千
円
、

令
和
３
年
度

億
１
８

26

４
１
万
２
千
円
、

令
和
４
年
度

億
４
３

18

３
６
万
９
千
円
で
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
１
億
７
６
６

９
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
７
８
１
億
４

４
５
９
万
円
と
し
ま
し

た
。主

な
内
容
は
、
鶴
岡
市

名
誉
市
民
推
戴
式
の
開
催

す
い
た
い

経
費
１
６
９
万
２
千
円

と
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

よ
る
返
礼
品
経
費
等
の
増

額
１
億
７
５
０
０
万
円
で

す
。鶴

岡
市
名
誉
市
民
の
称

号
を
酒
井
忠
久
氏
に
贈
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
１
月

の
市
選
考
審
査
会
で
全
員

賛
成
で
答
申
が
出
さ
れ
、

議
会
が
同
意
し
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
は
、
慶
応

先
端
生
命
科
学
研
究
所
の

前
所
長
の
冨
田
勝
氏
が
推

戴
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
２
月
臨
時

会
が
７
日
開
か
れ
、
除
雪

対
策
費
の
専
決
処
分
の
承

認
と
、
一
般
会
計
補
正
予

算
、
鶴
岡
市
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
る
こ
と
に
つ
い

て
、
当
局
提
案
が
全
会
一

致
で
承
認
、
可
決
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

除
雪
対
策
費
の
専
決
処

分
は
１
月

日
、
当
初
予

16

算
５
億
６
３
７
８
万
円
に

８
億
５
千
万
円
を
追
加

し
、

億
１
３
７
８
万
円

14

と
し
ま
し
た
。

過
去
の
除
雪
対
策
事
業

（
１
面
の
つ
づ
き
）

支
援
を
強
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

中
小
企
業
振
興
条
例
の

検
討
進
め
る

中
小
企
業
の
振
興
で

は
、
「
中
小
企
業
振
興
条

例
」
の
検
討
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

条
例
は
令
和
３
年
３
月

議
会
に
提
案
さ
れ
、
２
度

の
継
続
審
査
の
後
、
９
月

議
会
で
自
公
会
派
の
反
対

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
公
会
派
は
、
「
提
案

プ
ロ
セ
ス
に
問
題
」
、「
ス

ロ
ー
ガ
ン
的
内
容
で
意
味

が
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
は
、
広
く
中
小
企
業
、

関
係
団
体
等
か
ら
意
見
の

聞
取
り
、
中
小
企
業
振
興

施
策
の
充
実
を
図
る
と
し

て
い
ま
す
。

国
際
化
推
進
プ
ラ
ン

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

の
実
現
」
に
関
す
る
取
組

で
は
、
多
文
化
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
と
、
国
際
化
対

応
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
鶴
岡
市
国
際
化
推
進
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
、
出

羽
庄
内
国
際
村
の
施
設
活

用
を
図
っ
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

新
た
に
、
薫
蒸
機
能
を

生
か
し
、
郷
土
史
料
等
の

保
存
庫
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

避
難
基
準
見
直
し

説
明
会
で
は
、
能
登
半

島
地
震
に
お
け
る
災
害
対

応
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
、
今
回
の
災
害
を
踏
ま

え
た
課
題
対
応
で
は
、
避

難
指
示
発
令
の
基
準
（
範

囲
の
検
討
）
を
見
直
し
、

地
域
防
災
計
画
の
修
正
を

図
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。被

災
地
へ
の
職
員
派
遣

に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

関徹県議があいさつしました
原
健
一
会
長
）
の
「
新
春

の
つ
ど
い
」
が
８

日
、
勤
労
者
会
館

で
開
催
さ
れ
、
会

員
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ウ
な
ど
が
演
じ
ら

れ
、
元
気
の
出
る

交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

関
徹
県
議
と
市

議
団
４
人
も
参
加

し
ま
し
た
。

鶴
岡
民
主
商
工
会
（
菅

の
家
こ
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

第

回
田
川
地
区
母
親

61

大
会
が

日
、
鶴
岡
協
同

11

記
念
講
演
で
、
庄
内

産
直
セ
ン
タ
ー
組
合
長

の
小
林
隆
範
氏
が
「
国

内
農
産
物
は
安
心
？
安

全
？
」
と
題
し
て
、
除

草
剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の

問
題
や
、
ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
系
農
薬
の
問
題

を
話
し
ま
し
た
。


